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はじめに
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2015年にパリ協定が採択され、産業⾰命前と⽐べて少なくとも2度よりも低く保ち、1.5度に気温上昇を抑える努⼒をすることが世界的な⽬標となり
ました。⽇本においても2020年10⽉26⽇にカーボンニュートラル宣⾔がされ、それに伴いすべての業態業種でカーボンニュートラルへの取り組みが加
速しています。

このような中、⾦融機関は社会全体のカーボンニュートラルへの移⾏にとって重要なステークホルダーとの認識から⾃らの排出した温室効果ガスのみな
らず、サプライチェーン上の温室効果ガスの把握などが求められています。しかしながら、温室効果ガスの把握には⼀部専⾨的な内容が含まれることな
どから開⽰が進んでいないのが現状です。特に、地域⾦融機関においてはノウハウやリソースが充分ではないという課題を克服しての取り組みが重要と
なってきます。

⽇本で持続可能な社会・経済・環境の発展をもたらす⾦融を普及活動をしているJPBV(⼀般社団法⼈ 「価値を⼤切にする⾦融実践者の会」)は、
この問題を解決するため、5つの⾦融機関が参加するカーボンニュートラル分科会を組成し、2022年２⽉から2022年11⽉に基本的な温室効果ガ
スの算定を⾏うモデル事業を実施しました。参加いただいた⾦融機関は、京都信⽤⾦庫、商⼯組合中央⾦庫、第⼀勧業信⽤組合、肥後銀⾏、
宮崎太陽銀⾏（順不同）です。

本⼿順書は、このモデル事業での取り組みで得た知⾒をベースとして、推定値を含む基本的な温室効果ガス算定（ Scope1,2,3-カテゴリ15を含
む）を⾦融機関が⾃ら⾏うことができることを⽬的として作成したものです。
本⼿順書が、温室効果ガスの把握とその改善に取り組む⾦融機関に⼀助になりますよう願っています。

本⼿順書はJPBVの会員を対象として作成した完全版から「Scope3算定⼿順」と簡易算定エクセルシートを除いた抜粋版として編集したものです。
完全版についてご関⼼があるかたは、下記にお問いあわせください。また、本⼿順書⼀部及び全てについて、事前の許諾無く会員以外の団体・個⼈
に複製配布することはご遠慮ください。 2022年11⽉

リクロマ株式会社 info@rechroma.co.jp
⼀般社団法⼈価値を⼤切にする⾦融実践者の会 info@jpbv.jp
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本⼿順書に沿った動画解説がこちらのURLより参照できます。どうぞご活⽤ください。

動画解説
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https://youtu.be/tgbZbmFZOWk
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⽬次

Agenda

温室効果ガス排出量開⽰の動向

Scope 1,2,3の概要

Scope 1,2の算定⽅法

Scope3の算定⽅法

Scope3算定⼿順
4



Copyright ©JPBV ReChroma Corporation All right reserved

⽬次

Agenda

温室効果ガス排出量開⽰の動向
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温室効果ガス排出量開⽰の必要性︓国
温室効果ガス排出量開⽰の動向

企業の温室効果ガス排出量の開⽰について、各国で義務化の流れが形成されつつある

画像出典︓フジテレビ Live News α

温室効果ガス削減に関する動き

l 2015年に「パリ協定」で気温上昇2度未満抑制を批准
(⽇本含む159ヵ国の国と地域*が締結）

l ⽇本︓「2050年カーボンニュートラル」宣⾔

情報開⽰の義務化の動き

l ⽇本︓CGコード改訂によるプライム市場への開⽰要請
強化

l EU︓⼤企業で開⽰義務化

*2017年8⽉時点
6
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GHGプロトコルとは、温室効果ガス (GHG) 排出量 の算定・報告の国際的な基準のこと

温室効果ガス算定・報告の国際基準︓GHGプロトコル
Scope1,2,3の概要

Scope3排出量算定・報告基準 製品の排出量算定・報告基準

l ⽶国の環境シンクタンクWRI (世界資原研究所) と、
持続可能な発展を⽬指す企業連合体WBCSD
(持続可能な開発のための世界経済⼈会議) を中⼼に、
企業・NGO・政府機関参加

l 排出量の範囲をScope1・2・3という形で定義

l ⽇本では温室効果ガス排出量の算定基準にGHGプロト
コルを推奨

8
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購⼊した製品・サービス
カテゴリー1

資本財
カテゴリー2

Scope1,2 に含まれない燃料
エネルギー関連活動

カテゴリー3

輸送・配送（上流）
カテゴリー4

事業から出る廃棄物
カテゴリー5

Scope3
その他の間接的な排出

販売した製品の廃棄
カテゴリー12

輸送・配送（下流）
カテゴリー9

販売した製品の加⼯
カテゴリー10

販売した製品の使⽤
カテゴリー11

リース資産（下流）
カテゴリー13

Scope3
その他の間接的な排出

カテゴリー6

出張

カテゴリー7

雇⽤者の通勤

カテゴリー8

リース資産（上流）

カテゴリー14

フランチャイズ

カテゴリー15

投資

Scope3その他の間接的な排出

Scope1
直接排出

⾃社での燃料の使⽤等による直接的な排出

Scope2
間接排出

⾃社が購⼊した電気などによる間接的な排出

上流

サプライチェーン排出量の全体図
Scope1,2,3の概要

9

⾃社 下流
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Scope1 直接排出・・・⾃社での燃料の使⽤や⼯業プロセスなどによる直接排出

都市ガス

LPガス

A重油 軽油

灯油 ガソリン

Scope1とは、⾃社での燃料の使⽤等における直接的な排出のこと
Scope1・2とは

Scope1,2,3の概要

Scope2とは、購⼊した電気等のエネルギーに伴う間接的な排出のこと

Scope2 間接排出・・・⾃社での燃料の使⽤や⼯業プロセスによる直接排出

電⼒会社など
化⽯燃料を燃焼させ電
気や熱などを創出

電気など供給 電気 熱

冷⽔

⾃社が購⼊して使⽤した

蒸気

⼯業プロセスなど

10
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Scope3 その他の間接排出・・・原料調達・物流・販売などバリューチェーンで発⽣する⾃社の事業活動に関連した他社の排出

資本財
カテゴリー2

販売した製品の廃棄
カテゴリー12 カテゴリー15

投資

事業から出る廃棄物
カテゴリー5

購⼊した製品・サービス
カテゴリー1

販売した製品の使⽤
カテゴリー11

Scope1,2 に含まれない燃料
エネルギー関連活動

カテゴリー3

リース資産（下流）
カテゴリー13 カテゴリー14

フランチャイズ

輸送・配送（上流）
カテゴリー4

カテゴリー7
雇⽤者の通勤 販売した製品の加⼯

カテゴリー10カテゴリー6
出張

カテゴリー8
リース資産（上流） 輸送・配送（下流）

カテゴリー9

Scope3とは、Scope1・2以外のバリューチェーンにおける事業活動に関する排出のこと

Scope3とは
Scope1,2,3の概要

11
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⽬次
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温室効果ガス排出量開⽰の動向

Scope 1,2,3の概要

Scope 1,2の算定⽅法

Scope3の算定⽅法

Scope3算定⼿順
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Scope1・2算定の流れ
Scope1,2の算定⽅法

13

⽬的（範囲・精度）の決定1 2 活動量の収集・算定
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最初に算定をしたい範囲（算定の対象組織）と精度（使⽤するデータの粒度）を決定する

①⽬的（範囲・精度）の決定
Scope1,2の算定⽅法

14

⾃社の温室効果ガス全体像把握
範囲︓⾃社単体
精度︓⼀部取れない量が取れないデータに関しては請求書などの⾦額データを⽤いる

国内グループ全体像を把握
範囲︓国内グループ全体 (⾃社 + 連結対象)
精度︓データは使⽤量と契約会社がわかるように収集を⾏う

連結⼦会社の全体像を把握（最終ゴール）
範囲︓国内グループ全体 (⾃社 + 連結対象)
精度︓データは使⽤量と契約会社がわかるように収集を⾏う

※算定対象範囲は会社毎の⽬的により異なる
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区分 算定対象の範囲

温室効果ガス※1,2 エネルギー起原CO₂、⾮エネルギー起原CO₂、CH₄、N₂O、HFCs、PFCs、SF₆、NF₃
(⾮エネルギー起原CO₂、CH₄、N₂O、HFCs、PFCs、SF₆、NF₃は化学メーカーや製造業等などが排出)

組織的範囲 連結⼦会社が推奨される

地理範囲 国内及び海外

活動の種類 ⾃社において、温室効果ガスの排出に関連するすべての活動

時間的範囲※3 1年間事業活動（⾃社の決算⽉までの1年間）

決定すべき算定範囲の要素⼀覧

①⽬的（範囲・精度）の決定
Scope1,2の算定⽅法

15

※1 ⾮エネルギー源起源CO2は⾦融機関では排出しているとは考えづらいため今回は算定から除外（フロンは排出している可能性あり）

※2 ⾮エネルギー起源のCH₄、N₂O、HFCs、PFCs、SF₆、NF₃などはCO2換算してScope1で計算される（Scope1＝エネルギー源CO2＋⾮エネルギー源CO2eq＝XCO2eq
（eqはEquivalentの意味でeと記載されることもある））

※3 ⾮エネルギー起源は時間的範囲が温対法で決められているが今回は割愛
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燃料やエネルギーの
使⽤量 排出係数

⼀定量の燃料を燃やしたり、
⼀定量の⽣産物をつくるために排出
されるCO2の量。排出原単位とも⾔う。

燃料やエネルギー毎に係数は異なり、
環境省が定めた基準数値を使うことが多
い。

Scope1参考︓環境省「算定・報告・公表制度における算
定⽅法・排出係数⼀覧」

都市ガス LPガス

A重油 軽油

灯油 ガソリン

Scope1（直接排出）

電気 熱

冷⽔

Scope2（間接排出）

蒸気

例︓電気のCO2排出量＝ 使⽤量（100kWh） × CO2排出係数（0.441kg/kWh）＝ 44.1kg

基本的にCO₂排出量は「使⽤量」×「排出係数」で求める

②活動量の収集・算定
Scope1,2の算定⽅法

16

CO₂排出量

https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/files/calc/itiran_2020_rev.pdf
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Scope1の算定では⾮エネルギー起原CO₂、CH₄、N₂O、HFCs、PFCs、SF₆、NF₃の算定も求められる

Scope1の注意点
Scope1,2の算定⽅法

17
環境省、温室効果ガス排出量算定・報告
マニュアル(Ver4.8) (令和4年1⽉)

マニュアルのポイント

l ⾮エネルギー起原とは空調機器から漏れるフロンや半導体製造から
出るSF₆ など

l ⾃社が排出しているかは「温室効果ガス排出量算定・報告
マニュアル(Ver4.8)(令和4年1⽉)」Ⅱ-25に産業毎の例が
開⽰されている

l CH₄やN₂O，HFCs、PFCs、SF₆、NF₃は算定したあとにCO₂
換算する必要がある

l Scope1はエネルギー起原のCO₂と⾮エネルギー起原のCO₂
換算値の合計
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Scope1の注意点
Scope1,2の算定⽅法

18

環境省、温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル(Ver4.8) (令和4年1⽉) Ⅱ-25
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使⽤量

Scope2の算定においては下記2点の注意が必要

Scope2注意点
Scope1,2の算定⽅法

19

ロケーションベース マーケットベース

l 国ごとで代表値が異なる
l ⽇本のみの算出の場合、係数が1つのため

計算が楽
l 国が出した代表値のため値が⼤きくなる

傾向がある※1

※1︓経済産業省/環境省が毎年発表
※2クレジット︓削減・吸収した温室効果ガスを数値化し取引可能にしたもの

1. Scope2にはロケーションベースとマーケットベースの⼆つの考え⽅が存在
2. GHGプロトコル上、両⽅の開⽰が必要

国が出した代表値

使⽤量

電⼒会社毎の係数

l 電⼒会社ごとで数字が異なる
l 再エネを購⼊している場合には削減が可能
l クレジット（※2）を買っている場合には
「使⽤量」をクレジットで減らすことが可能
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Jクレジットやグリーン電⼒証書などはGHGプロトコルと温対法により扱いが異なる

Scope2注意点
Scope1,2の算定⽅法

20

国際的な気候変動イニシアティブへの対応に関するガイダンス P5



Copyright ©JPBV ReChroma Corporation All right reserved

Jクレジットやグリーン電⼒証書は温室効果ガスではなく、「使⽤量」を相殺することが出来る

Scope2注意点
Scope1,2の算定⽅法

21

国際的な気候変動イニシアティブへの対応に関するガイダンス P16
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⽬次

Agenda

温室効果ガス排出量開⽰の動向

Scope 1,2,3の概要

Scope 1,2の算定⽅法

Scope3の算定⽅法

Scope3算定⼿順
22
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Scope3算定の流れ
Scope3の算定⽅法

23

⽬的（範囲・精度）の決定1

カテゴリーの抽出2

カテゴリーの特定3

活動量の収集・算定4
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最初に算定をしたい範囲（算定の対象組織）と精度（使⽤するデータの粒度）を決定する

①⽬的（範囲・精度）の決定
Scope3の算定⽅法

24

⽬的事例

⾃社のサプライチェーン排出量の全体像把握
範囲︓⾃社単体
精度︓全カテゴリを算定するが、排出源単位を活⽤した理論値算定

サプライチェーン排出量の削減個所を把握
範囲︓国内グループ全体 (⾃社 + 連結対象)
精度︓排出量の⼤きいカテゴリを把握 該当カテゴリにおいて削減取り組みを反映可能な算定

SBTの認定を取得する
範囲︓国内グループ全体 (⾃社 + 連結対象)
精度︓削減取り組みの効果が反映可能な算定や取引先からのデータを反映した算定
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⻑期にわたって排出量を追跡するため、算定式は⼀貫性を持たせる必要がある⼀⽅、変更する際は、その旨を注
記することが求められる

①⽬的（範囲・精度）の決定
Scope3の算定⽅法

Corporate Value Chain (Scope 3) Accounting and Reporting Standard, P23

⼀貫性︓

排出量を⻑期にわたって追跡できるように
するため、⼀貫した⽅法論を使⽤すること。
インベントリ境界、⽅法、その他関連する
すべてのデータのいかなる変更も透明性を
もって⽂書化する。

25
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区分 算定対象の範囲

温室効果ガス※ CO₂、CH₄、N₂O、HFCs、PFCs、SF₆、NF₃

組織的範囲 連結⼦会社が推奨されるが、初年度は⾃社のみ算出するケースが多い

地理範囲 国内及び海外

活動の種類 サプライチェーンにおいて、温室効果ガスの排出に関連するすべての活動

時間的範囲 1年間事業活動にかかるサプライチェーン排出量（⾃社の決算⽉までの1年間）

①⽬的（範囲・精度）の決定
Scope3の算定⽅法

26

※CO2以外の温室効果ガスも算定されるため正確にはxCO2eqであるが、慣例的にCO2表記とする企業が多い

決定するべき範囲
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⾃社のサプライチェーン上の活動がどのカテゴリ (1~15) に該当するか特定

②カテゴリーの抽出
Scope3の算定⽅法

27

特定する際の例
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すべてのカテゴリーを算定するのが望ましいとされているが、算定⽬的や排出量全体に対する影響度、算定の負荷
等を踏まえて、⼀部のカテゴリーの算定を除外することもできる

②カテゴリーの抽出
Scope3の算定⽅法

※算定除外した際には、算定除外と明記する必要がある

除外する場合の基準

該当する活動がないもの
排出量が⼩さくサプライチェーン排出量
全体に与える影響が⼩さいもの

排出量の算定に必要なデータの
取集等が困難なもの

⾃ら設定した排出量算定の
⽬的から⾒て不要なもの

事業者が排出や排出削減に
影響⼒を及ぼすことが難しいもの

28
参考︓環境省、サプライチェーン排出量算定の考え⽅、P18
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カテゴリー名 該当する活動 収集すべきデータ 部署

1.購⼊した製品・サービス 原材料などの採掘
加⼯ など

原材料調達量
加⼯⽅法 など 調達部

4.輸送・配送 購⼊物品の物流
委託物流 など

購⼊物品の物流量
委託物流量 など

調達部
環境部 など

6.出張 出張に伴う移動 出張旅費⾦額 経理部

7.雇⽤者の通勤 通勤に伴う移動 通勤費⽀払額 経理部

カテゴリーごとに算定対象とする活動を設定する。データ収集のためには、社内の関連部署や社外との連携が必要
となる

③カテゴリー内の特定
Scope3の算定⽅法

29
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製品の物量や⾦額など 排出係数

購⼊物品量 従業員数

移動距離 輸送距離

廃棄物量 販売製品数

Scope3（間接排出）

例︓廃棄物由来のCO2排出量＝ 廃棄物量(10kg) ×CO2排出係数(0.1kg/kg)＝ 0.1kg

基本的にScope1,2と同様に計算を⾏う

④活動量の収集・算定
Scope3の算定⽅法

30

CO₂排出量

⼀定量の燃料を燃やしたり、
⼀定量の⽣産物をつくるために排出される
CO₂の量。

⽇本では下記2点がよく使⽤される
・サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス
排出等の算定のための排出原単位データベース

・IDEAv2
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カテゴリー1
Scope3の算定⽅法

31

カテゴリー１

購⼊した製品・サービス 詳細

⾃社が購⼊・取得した全ての製品・サービスについて、
その製品・サービスが製造されるまでに発⽣した排出量
＊製品・サービス︓原材料、中間製品、最終製品など

収集すべきデータ例
購⼊した製品がわかる財務データ
購⼊した製品の重量等

1. 購⼊物ごとに「調達量」×「排出原単位」を算定し、その総和を求める（排出原単位はIDEA等を活⽤）

2. 購⼊物ごとに「購買⾦額」×「排出原単位」を算定し、その総和を求める
（排出原単位は排出原単位データベース等を活⽤）

計算式の例
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カテゴリー2
Scope3の算定⽅法

32

資本財 詳細

⾃社が購⼊・取得した資本財の建設・製造や
その原材料などの輸送から発⽣する排出量
※資本財には財務会計上、有形固定資産 (設備・機器・ 建物・

⾞両等) とソフトウェアが該当

収集すべきデータ例
固定資本・ソフトウェアへの投資⾦額等
（有価証券報告書内の合計⾦額）

1. 購⼊した資本財の⾦額×販売単位（排出原単位は排出原単位データベース等を活⽤）

2. 各資本財の価格 (建設費⽤) × 排出原単位の総和（排出原単位は排出原単位データベース等を活⽤）

計算式の例

カテゴリー2
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カテゴリー3
Scope3の算定⽅法

33

Scope1・2に含まれない燃料
及びエネルギー関連活動

詳細

⾃社が購⼊した燃料及び電気・熱⽣産⽤資原の採取、
⽣産、輸送に伴う排出量
＊燃料やエネルギーを使⽤する際の排出はScope1・2に含まれる

収集すべきデータ例
Scope1,2算定過程の燃料やエネルギーデータ

燃料・エネルギー種別調達量 × 燃料・エネルギー種別調達量当たり排出原単位
（排出原単位は排出原単位データベースやIDEAを活⽤）

計算式の例

カテゴリー3
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カテゴリー4
Scope3の算定⽅法

34

輸送・配送 (上流) 詳細

①⾃社が購⼊した製品・サービスのサプライヤーから
⾃社への物流に伴う排出量
②⾃社施設間の輸送や出荷時に⾃社が費⽤負担
している物流に伴う排出量物流︓輸送や保管など

収集すべきデータ例
購⼊物品の物流量、委託物流量、グループ間の
物流にかかるエネルギー量等

【燃料法】燃料使⽤量 × 排出原単位の総和

【燃費法】燃費当たりの輸送距離 × 排出原単位の総和
【トンキロ法】輸送トンキロ×トンキロ法排出原単位

計算式の例

カテゴリー4
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輸送・配送 (上流)

⾃社にとっての下流も算定範囲に⼊る

カテゴリー4の算定対象
Scope3の算定⽅法

35

算定対象

他者⼯場倉庫 他者輸送業者 ⾃社 他者輸送業者 ⼀般消費者

算出のために
データ提出必要

省エネ法で対応
データ提出不要

カテゴリー4
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カテゴリー5
Scope3の算定⽅法

36

詳細

事業活動から発⽣する廃棄物の「⾃社」以外での
廃棄と処理にかかる排出量
＊⾃社で処分しているものについては、Scope1で計上
＊有料で買い取られる廃棄物は除く

収集すべきデータ例
⾃社拠点から発⽣した廃棄物量

※マニュフェスト︓廃棄物が適正に処理されているか確認するために⽤いる書類

廃棄物種類・処理⽅法別の廃棄物処理・リサイクル量 × 排出原単位の総和
（排出原単位は排出原単位データベース等を活⽤）

計算式の例

カテゴリー5

事業から出る廃棄物
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カテゴリー6
Scope3の算定⽅法

37

出張 詳細

出張等、業務における従業員の移動の際に使⽤
する交通機関からの排出量
＊企業が所有・管理する移動⼿段を利⽤した場合は除く

収集すべきデータ例
出張旅費⾦額等

1. 【交通費⽀給額ベース】移動⼿段別の交通費⽀給額×排出原単位の総和
2. 【延べ出張⽇数ベース】出張の種類別の出張⽇数×排出原単位の総和
3. 従業員数×排出原単位
いずれも排出原単位は排出原単位データベース等を活⽤

計算式の例

カテゴリー6
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カテゴリー7
Scope3の算定⽅法

38

雇⽤者の通勤 詳細

従業員の⼯場・事業所への通勤時に使⽤する
交通機関からの排出量

収集すべきデータ例
通勤費⽀給額等

1. 【交通費⽀給額ベース】移動⼿段別の交通費⽀給額 × 排出原単位の総和
2. 【従業員数ベース】従業員数×勤務⽇数×排出原単位の総和
3. 従業員数×排出原単位
いずれも排出原単位は排出原単位データベース等を活⽤

計算式の例

カテゴリー7



Copyright ©JPBV ReChroma Corporation All right reserved

カテゴリー8
Scope3の算定⽅法

39

リース資産 (上流) 詳細

賃借しているリース資産
(テナントビルやオフィス機器等) の操業に伴う排出量

＊Scope2で計上することが多いので該当事例は少ない

収集すべきデータ例
リース資産の電⼒消費量

1. リース資産のエネルギー消費量 × エネルギー種別に加重平均した排出原単位の総和

2. 【建築物の場合】賃貸している建築物の床⾯積 × 単位⾯積当たりの排出原単位の総和
いずれも排出原単位は排出原単位データベース等を活⽤

計算式の例

カテゴリー8
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カテゴリー9
Scope3の算定⽅法

40

詳細

販売した製品の最終消費者までの物流に伴う排出量
＊⾃社で費⽤負担していないもの

収集すべきデータ例
⾦融機関の店舗と顧客の間の移動に伴う排出量

来店者数×移動距離×移動⼿段別排出原単位
移動⼿段と移動距離については各店舗でアンケート調査を実施する必要があり

計算式の例

輸送・配送 (下流)

カテゴリー9
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カテゴリー10
Scope3の算定⽅法
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詳細

⾃社で製造した中間製品を、下流の事業者が
加⼯することで発⽣する排出量
＊部品や部材などの中間製品のみが該当

収集すべきデータ例
加⼯業者における、エネルギー消費量、製品の販売
量等

1. 中間製品の販売量×加⼯量当たりの排出原単位（排出原単位は排出原単位データベース等を活⽤）

2. 実際に加⼯業者にエネルギー使⽤量などをヒアリング（排出原単位は温対法の算定に従う）

計算式の例

販売した製品の加⼯

カテゴリー10
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カテゴリー11
Scope3の算定⽅法

42

詳細

販売した製品・サービスの使⽤に伴う排出量
＊使⽤時にエネルギー (燃料・電⼒) を直接消費する製品

(家電製品など) が対象

収集すべきデータ例
販売数など

販売台数 × ⽣涯排出量 = 排出量という考え⽅
（当該1年間の排出量ではない）
※最も計算式が煩雑になることが多く、想定値を多く⽤いるケースが多い

計算式の例

販売した製品の使⽤

カテゴリー11
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カテゴリー12
Scope3の算定⽅法
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詳細

販売した製品と容器包装の廃棄と処理による排出量
＊使⽤時にエネルギー (燃料・電⼒) を直接消費する製品

(家電製品など) が対象

収集すべきデータ例（算定なしの想定）
※通帳の廃棄を参⼊する可能性

1. 廃棄物種類・処理⽅法別の廃棄物処理・リサイクル量 × 排出原単位の総和
2. 販売した製品の量×排出原単位
ともに排出原単位は排出原単位データベース等を活⽤

計算式の例

販売した製品の廃棄

カテゴリー12
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カテゴリー13
Scope3の算定⽅法

44

詳細

⾃社で所有し、他社に対してリースした資産の稼働に
伴う排出量
＊⾃社でScope1・2の対象範囲としている場合は除外する

収集すべきデータ例（算定なしの想定）
商業施設などでのATMの台数などが想定される

リース資産のエネルギー消費量 × エネルギー種別に加重平均した排出原単位

計算式の例

リース資産 (下流)

カテゴリー13
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カテゴリー14
Scope3の算定⽅法

45

詳細

フランチャイズ加盟者におけるScope1・2の排出量

収集すべきデータ例（算定なしの想定）
フランチャイズの使⽤エネルギー

使⽤エネルギー量 × エネルギー種別排出原単位

計算式の例

フランチャイズ

カテゴリー14
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カテゴリー15
Scope3の算定⽅法

46

詳細

投資
(株式投資、債券投資、プロジェクトファイナンスなど) 
の運⽤に関連する排出量
＊主に⺠間⾦融機関向けのカテゴリー

収集すべきデータ例
l投資、債券投資、プロジェクトファイナンス、管理投資
及び顧客サービスからのScope1・2の排出量

l投資額

1. 1株当たりの投資先のScope1・2排出量 × 保有株数
2. PCAFを活⽤して計算（⾦融機関など）
※PCAF(Partnership for Carbon Accounting Financials)︓⾦融機関が融資・投資を通じて資⾦提供した先の温室効果ガスの排出を整合的に算定するための枠組

計算式の例

投資

カテゴリー15
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設⽴ 2015年オランダで発⾜し、2018年に北⽶展開、2019年に全世界へ展開

グローバル運営委員会

特徴

l 算定⽅法はGHGプロトコルのScope3カテゴリ15に整合
l 世界的な⽬標値（SBT︓Science Based Targets）に整合
l低いデータの確実性（原単位データ）から⾼いデータの確実性
（第三者から検証を受けた投融資先の実データ）まで5段階品質スコアが存在

PCAFとはPartnership for Carbon Accounting Financialsの略で、投融資に伴う温室効果ガスの排出量
を測定・可視化することを⽬的とする

PCAF
Scope3の算定⽅法

47ロゴ出典︓各社HP
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PCAFでは以下６つの資産クラスのGHG排出量算定基準を定めており、それぞれの資産クラスごとにGHG排出量
の算定を⾏う必要がある

資産クラス
Scope3の算定⽅法

48参考︓PCAF, The Global GHG ACCOUNTING＆REPORTING Standard
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算定には投資先・融資先の排出量と帰属係数のデータが必要となる

PCAF
Scope3の算定⽅法

49

帰属係数
➡投資先・融資先の排出量全体における⾦融機関が占める割合

注1）排出量を算定するにあたって、データ品質によってスコアが5段階に分かれる（次スライド）
注2）期末残⾼を使⽤することもできるが、季節性の影響を排除するため⽉次平均残⾼を⽤いることが推奨されている
注3）時価総額は時期によって⾦額が異なるため、標準化された時価総額を使⽤する必要がある

【排出量】

排出量=!帰属係数×排出量 注1）

【帰属係数】
• 上場企業に対する投資の場合

帰属係数 =
投資残⾼注2）

時価総額注3）

• ⺠間企業に対する融資の場合

帰属係数 =
融資残⾼注2）

資本＋債務

算定式
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PCAF
Scope3の算定⽅法

50

データの品質は5段階に分かれており、GHG排出量を開⽰する場合はスコアの開⽰も⾏わなければならない。今回はスコア
5の基準での算定を実施を⾏なった。スコア1が優れているというわけではないことが注意

注1）収益以外の指標を使う場合は理由を明記しなければならない
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上場株式・社債クラスでは⼀般企業向けの社債全般、普通株式、優先株式が含まれる（グリーンボンド、ソブリン
債などは含まれない）

上場株式と社債
Scope3の算定⽅法

51

算定対象

企業のScope1・2が対象（Scope3は段階的に導⼊）

【Scope3導⼊フェーズ】
• 2021年以降︓電気・ガス・熱供給・⽔道業、鉱業
• 2024年以降︓運輸業、建設業、製造業（追加）
• 2026年以降︓全ての部⾨

上場株式と社債

算定式（スコア4） 算定式（スコア5）

排出量=!
投資残高𝐶

時価総額𝐶
×収益𝐶 ×

排出量𝑆

資産回転率𝑆 排出量=! 投融資残高𝐶

資産𝑆
×排出量𝑆

排出量=!
融資残高𝐶

資本𝐶 +債務𝐶
×収益𝐶 ×

排出量𝑆

資産回転率𝑆

注1）Cは企業の指標、Sは業界の指標を⽰す
帰属係数 企業の排出量 業界の排出量
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事業融資・⾮上場株式クラスは使⽤⽤途が明確でない融資、⾮上場企業向け株式が含まれる。

事業融資と⾮上場株式
Scope3の算定⽅法

52

算定対象

企業のScope1・2が対象（Scope3は段階的に導⼊）

【Scope3導⼊フェーズ】
• 2021年以降︓電気・ガス・熱供給・⽔道業、鉱業
• 2024年以降︓運輸業、建設業、製造業（追加）
• 2026年以降︓全ての部⾨

事業融資・⾮上場株式

注1）Cは企業の指標、Sは業界の指標を⽰す

算定式（スコア4） 算定式（スコア5）

排出量=!
投資残高𝐶

時価総額𝐶
×収益𝐶 ×

排出量𝑆

資産回転率𝑆 排出量=! 投融資残高𝐶

資産𝑆
×排出量𝑆

排出量=!
融資残高𝐶

資本𝐶 +債務𝐶
×収益𝐶 ×

排出量𝑆

資産回転率𝑆

帰属係数 企業の排出量 業界の排出量
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プロジェクトファイナンスクラスは使⽤⽤途が明確なプロジェクトに対する融資が含まれる

プロジェクトファイナンス
Scope3の算定⽅法

53

算定対象

融資を受けた活動におけるScope1・2が対象
（Scope3は関連性がある場合のみ対象とするが、それ以外は任意）

再エネプロジェクトなどによる削減量の報告は任意だが、報告する場合は排出量とは別途報
告する必要がある

プロジェクトファイナンス

注1）Pはプロジェクトの指標、Sは業界の指標を⽰す

算定式（スコア4） 算定式（スコア5）

排出量=!
投資残高𝑃

時価総額𝑃
×収益𝑃 ×

排出量𝑆

資産回転率𝑆 排出量=! 投融資残高𝑃

資産𝑆
×排出量𝑆

排出量=!
融資残高𝑃

資本𝑃 +債務𝑃
×収益𝑃 ×

排出量𝑆

資産回転率𝑆

帰属係数 プロジェクトの排出量 業界の排出量
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商業⽤不動産クラスは商業⽤不動産の購⼊・借り換えのための投資・融資が含まれる。株式市場に上場している
商業⽤不動産は上場株式と社債クラスに含まれる。

商業⽤不動産
Scope3の算定⽅法

54

算定対象

建物運⽤時のScope1・２が対象

商業⽤不動産

算定式（スコア4） 算定式（スコア5）

排出量=!
残高𝐵

物件取引時価格𝐵
×

延床面積あたりの排出量𝐵, 𝐸×用途別延床面積

注1）Bは建物の指標、Eはエネルギーの指標を⽰す

排出量=!
残高𝐵

物件取引時価格𝐵
×

建物数あたりの排出量𝐵, 𝐸×用途別建物数
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住宅ローンクラスは⼾建住宅⼩規模の集合住宅の購⼊・借り換えのための投資・融資が含まれる。居住⽬的以外
（収⼊を得る）物は商業⽤不動産クラスに分類される

住宅ローン
Scope3の算定⽅法
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算定対象

住宅ローン

算定式（スコア4） 算定式（スコア5）

注1）Bは建物の指標、Eはエネルギーの指標を⽰す

排出量=!
残高𝐵

物件取引時価格𝐵
×

延床面積あたりの排出量𝐵, 𝐸×用途別延床面積

排出量=!
残高𝐵

物件取引時価格𝐵
×

建物数あたりの排出量𝐵, 𝐸×用途別建物数

建物運⽤時のScope1・２が対象
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⾃動⾞ローンクラスは個⼈・企業が⾃動⾞の資⾦調達を⽬的とした投資・融資が含まれる。

⾃動⾞ローン
Scope3の算定⽅法
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算定対象

⾃動⾞運⽤時のScope1・2が対象（Scope3は算定不要）

⾃動⾞ローン

• Scope1︓燃料燃焼による排出量
• Scope2︓EVで消費される電気の発電時の排出量

算定式（スコア4） 算定式（スコア5）

注1）Vは⾞両の指標、Sは統計的な指標（地⽅）、fは燃料の指標、tは⾞種別の指標、aは推定される⾞種の指標を⽰す

排出量=!
残高𝑉

取引時価格𝑉
×走行距離𝑆×

走行距離あたりの排出量𝑡, 𝑓

排出量=!
残高𝑉

取引時価格𝑉
×走行距離𝑆×

走行距離あたりの排出量𝑎, 𝑓
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⾦融機関におけるScope3の15カテゴリの各活動概
Scope3の算定⽅法
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資本財
カテゴリー2

事業から出る廃棄物
カテゴリー5

購⼊した製品・サービス
カテゴリー1

Scope1,2 に含まれない
燃料エネルギー関連活動

カテゴリー3

輸送・配送（上流）
カテゴリー4

固定資本・ソフトウェアへの投資⾦額等

⾃社拠点から発⽣した廃棄物量

購⼊した製品がわかる財務データ等

Scope1,2算定過程データ

なしの想定

カテゴリー 必要想定データ
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⾦融機関におけるScope3の15カテゴリの各活動概
Scope3の算定⽅法
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雇⽤者の通勤

販売した製品の加⼯

出張

リース資産（上流)

輸送・配送（下流）

カテゴリー7

カテゴリー10

カテゴリー6

カテゴリー8

カテゴリー9

通勤費⽀給額等

なしの想定

出張旅費⾦額等

なしの想定

なしの想定
（算⼊する場合には、⾦融機関の店舗と顧客の間の移動に伴う排出量となる）

カテゴリー 必要想定データ
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⾦融機関におけるScope3の15カテゴリの各活動概
Scope3の算定⽅法
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販売した製品の廃棄
カテゴリー12

カテゴリー15

投資

販売した製品の使⽤
カテゴリー11

リース資産（下流）

カテゴリー14

フランチャイズ

カテゴリー13

なしの想定
（通帳を「販売」している場合はカテゴリ12に算⼊）

次章にて詳細説明

なしの想定

なしの想定
（商業施設のATM分を算⼊する可能性あり）

なしの想定

カテゴリー 必要想定データ
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⽬次

Agenda

温室効果ガス排出量開⽰の動向

Scope 1,2,3の概要

Scope 1,2の算定⽅法

Scope3の算定⽅法

Scope3算定⼿順
（JPBV会員限定の完全版に掲載されています）
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